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 毎日の繰り返しを大切にしてきた保育園での生

活。今ではお散歩を楽しみにして保育園に来たり、

保育者の話を聞くことが出来るようになりました。

小さくてもしっかり生活の主人公です。 

 今月は「あっぷっぷ」という絵本を中心に読み聞

かせをしています。「あっぷぷ」のフレーズに絵本

の真似っこをしてほっぺたを膨らます顔がとてもか

わいい子ども達です。 

「大きくなりました。」 

「友だちと手をつなげるようになりました。」 

 今まで保育者を一緒に手をつないでいたけれど、意識して友だちと手をつなぐ経験を

毎日しています。初めは保育園前の道でしか手をつなげなかった（2 メートルほど）け

れど、今では車の来ない直線道では、子ども達で手をつないで歩いています。（保育者は

前後付き、子どもの安全確保をしています。）「お手々上手につなげているね。すごい

ね！」と言うととても得意げな顔をします。 

こうして、0 歳で入園してきた子ども達は、歩行を確立し、大人との世界から友だちと

響きあうのが楽しい子ども達へと成長しました。4 月からは 1 歳児に進級します。 

頼もしい限りです。来年度もよろしくね。 

 

   もうすぐ 4 月。新年度の始まりです。一年間保育を理解し、支えてくださっ
た保護者の方々。本当にありがとうございました。 

 


